
質
問  

市
主
催
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
講
演
会
で
、

講
師
の
先
生
は
、
地
域
経
済
の
影
響
と

し
て
阿
賀
野
市
は
、
50
億
円
の
マ
イ
ナ

ス
波
及
効
果
と
話
さ
れ
た
。

　

野
田
首
相
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に

向
け
、
関
係
国
と
の
協
議
入
り
を
表
明
。

「
す
べ
て
の
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
交
渉

の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
る
」
と
米
側
は
発

表
。
日
本
は
、
米
側
に
訂
正
は
求
め
な

い
と
し
て
い
る
。

　

市
長
は
十
分
な
時
間
を
か
け
て
協
議

を
と
言
う
が
、
こ
れ
で
は
協
議
に
入

る
前
か
ら
米
国
の
い
い
な
り
で
は
な
い

か
。
協
議
を
続
け
れ
ば
続
け
る
ほ
ど
深

み
に
入
り
、
米
国
の
要
求
を
丸
飲
み
に

さ
せ
ら
れ
る
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

日
本
は
一
刻
も
早
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か

ら
離
脱
・
撤
退
す
る
こ
と
が
、
阿
賀
野

市
民
に
と
っ
て
も
未
来
が
開
け
る
と
思

う
が
、
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

答
弁  「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
講
演
会
」は
、

大
変
意
義
深
く
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
と
思
う
。

　

日
本
政
府
か
ら
は
、
今
後
10
年
間
の

交
渉
の
中
で
、
日
本
農
業
、
阿
賀
野
市

農
業
に
国
際
競
争
力
が
つ
く
よ
う
な
大

胆
な
農
業
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問  

特
養
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
申
し
込

み
者
は
３
０
０
人
（
要
介
護
３
以
上
）

を
超
え
て
い
る
し
、
国
民
年
金
で
も
入

れ
る
特
養
老
人
ホ
ー
ム
を
と
い
う
声
に

も
応
え
る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
伺

う
。

答
弁  

第
６
期
以
降
の
計
画
は
、
国
の

動
向
、
保
険
料
へ
の
影
響
な
ど
を
見
極

め
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問  

お
母
さ
ん
方
の
食
品
へ
の
不
安

は
大
変
な
も
の
が
あ
る
。
交
付
金
を
活

用
し
て
の
購
入
の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答
弁  

県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
の
で
、

そ
の
活
用
を
図
り
た
い
。

これまでの一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のもの
は3月上旬の予定です。会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。

質
問  

少
子
高
齢
化
の
為
に
日
本
の
人

口
が
年
々
減
少
し
近
い
将
来
日
本
の
人

口
が
一
億
を
割
り
三
世
帯
に
一
世
帯
が

一
人
暮
ら
し
で
空
き
家
が
増
加
と
の

デ
ー
タ
が
明
確
に
出
て
い
る
。
こ
の
点

の
問
題
解
決
に
真
剣
に
取
り
組
む
覚
悟

が
あ
る
の
か
。
国
が
場
当
た
り
的
先
送

り
を
し
た
ツ
ケ
が
今
と
な
っ
て
大
き
く

現
わ
れ
、
日
本
が
安
全
ど
こ
ろ
か
経

済
・
産
業
界
始
め
、
雇
用
も
社
会
保
障

関
係
に
も
市
民
に
は
多
大
な
負
担
が
か

か
り
、
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
人
口
動
態

で
は
歯
車
が
噛
み
合
う
訳
が
な
く
こ
の

事
態
を
直
視
し
た
時
、
打
つ
手
は
十
分

に
あ
る
。
安
心
で
き
る
環
境
整
備
が
基

本
で
あ
り
、
現
状
で
は
若
者
は
夢
も
希

望
も
持
て
ず
後
継
者
も
不
可
能
、
こ
れ

で
は
各
自
の
財
産
も
守
る
こ
と
す
ら
無

理
。
地
方
分
権
、
地
域
主
権
を
積
極
的

か
つ
大
胆
に
市
は
押
し
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
。
他
力
本
願
的
で
な
く
骨
の
あ

る
策
を
市
民
は
期
待
。
腰
を
据
え
思
い

切
っ
て
孫ま

ご

子こ

の
時
代
に
残
す
策
を
示
す

べ
き
。
危
機
感
の
認
識
は
本
当
に
あ
る

の
か
。
人
口
問
題
は
待
っ
た
な
し
の
状

況
下
で
あ
る
。
嫁
婿
問
題
は
市
が
モ
デ

ル
的
模
範
を
示
す
事
業
化
が
必
要
で
あ

る
。
以
上
、
具
体
策
を
伺
う
。

答
弁  

母
親
人
口
の
縮
小
が
少
子
化
に

拍
車
を
か
け
た
と
さ
れ
る
。
社
会
全
体

が
効
率
良
く
機
能
す
る
「
全
体
最
適
」

を
目
指
す
。
高
い
出
生
率
を
実
現
し
た

北
欧
諸
国
の
施
策
を
、
国
を
挙
げ
て
進

め
る
こ
と
も
対
策
。
人
口
減
少
対
策
と

し
て
は
子
育
て
の
経
済
的
な
負
担
軽

減
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、
就
業
機
会

の
増
加
、
介
護
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
充

実
、
観
光
産
業
振
興
な
ど
市
総
合
計
画

の
各
施
策
分
野
で
努
力
す
る
。

　

具
体
例
は
私
の
地
域
政
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
示
し
て
お
り
、
福
祉
分
野

で
は
子
供
の
医
療
費
助
成
拡
充
、
子
育

て
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
空
き
家

や
市
街
地
の
空
洞
化
等
の
対
策
と
し
て

未
利
用
の
市
所
有
公
共
用
地
を
定
期
借

地
権
付
き
宅
地
で
子
育
て
世
帯
に
提
供

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
る
。
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継
続
も
効
果

が
あ
る
。
今
後
も
市
民
の
知
恵
も
借
り

て
、
人
口
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

山賀　清一 議員

質
問  

議
会
基
本
条
例
を
平
成
24
年
４

月
施
行
目
標
に
検
討
し
て
い
る
が
、
次

世
代
を
担
う
若
人
が
議
会
参
画
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
模
擬
議
会
（
子
ど
も

議
会
、
市
民
議
会
等
）
を
開
催
す
べ
き

で
は
な
い
か
見
解
を
伺
う
。

答
弁  

子
ど
も
議
会
や
市
民
議
会
の
開

催
は
、
若
い
人
、
女
性
の
政
治
参
画
を

進
め
る
た
め
に
有
用
だ
と
思
う
。
議
会

と
連
携
、
調
整
し
な
が
ら
市
民
に
と
っ

て
政
治
が
身
近
に
な
る
よ
う
努
め
た

い
。

質
問  

図
書
館
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
広
く
読
書
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
く

た
め
に
役
割
は
大
き
い
が
、
市
内
図
書

館
の
環
境
整
備
に
差
が
感
じ
ら
れ
る
。

特
に
安
田
図
書
館
は
利
用
し
に
く
い
と

の
指
摘
や
、
過
去
３
年
間
の
状
況
で
は

登
録
者
、
来
館
者
、
個
人
貸
出
、
蔵

書
数
に
お
い
て
市
内
で
一
番
低
く
、
利

用
し
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え

る
。
図
書
館
移
動
の
検
討
も
あ
っ
た

と
聞
く
が
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁  

安
田
図
書
館
は
安
田
公
民
館
の

２
階
に
設
置
し
て
あ
り
、
図
書
館
司
書

も
配
置
が
な
く
１
階
の
事
務
室
か
ら
は

目
が
行
き
届
か
ず
、
一
部
利
用
者
の
マ

ナ
ー
低
下
も
散
見
さ
れ
る
。
市
図
書
館

協
議
会
委
員
か
ら
も
早
期
の
対
応
が
必

要
と
の
意
見
が
あ
り
、
１
階
に
設
置
す

べ
く
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
財
源
確
保

を
含
め
実
現
に
努
力
し
た
い
。

質
問  
予
算
を
含
め
た
前
向
き
な
検
討

は
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

答
弁  

移
動
の
必
要
性
は
重
々
認
識
し

て
い
る
が
２
階
か
ら
１
階
へ
の
移
動
に

は
４
〜
５
０
０
万
円
く
ら
い
か
か
り
、

財
源
の
確
保
が
問
題
で
あ
る
が
、
来
年

度
の
予
算
編
成
の
結
果
を
見
て
ほ
し
い
。

質
問  

図
書
館
の
環
境
の
充
実
は
大
切

と
思
う
。予
算
編
成
を
期
待
し
て
い
る
。

質
問  
民
営
化
後
１
年
を
経
過
し
た

が
、
現
状
で
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、

ど
の
様
に
分
析
評
価
を
し
対
応
し
て
い

る
か
伺
う
。

答
弁  

郷
病
院
運
営
協
議
会
に
お
い
て

「
決
算
に
つ
い
て
は
、
い
い
数
字
が
出

て
い
る
が
、
医
師
・
看
護
師
が
不
足
し

て
お
り
、
一
層
の
医
師
・
看
護
師
確
保

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
意

見
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
審

議
会
・
協
議
会
の
意
見
を
参
考
に
厚
生

連
と
の
協
議
を
進
め
て
行
き
た
い
。

質
問  

経
営
分
析
が
稚
拙
、
黒
字
で
良

か
っ
た
な
ど
と
言
っ
て
い
る
こ
と
自
体

設
置
者
と
し
て
の
緊
張
感
の
欠
如
で
あ

る
。
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
の
事

業
計
画
各
種
数
値
が
、
下
方
修
正
さ

れ
、
か
つ
入
院
・
外
来
患
者
数
が
計
画

を
下
回
っ
て
い
る
。
特
に
今
年
度
９
月

ま
で
の
上
半
期
実
績
は
、
民
営
化
直
前

の
前
年
同
期
対
比
で
、
外
来
93
％
、
入

院
90
％
と
大
き
く
減
少
し
、
本
業
の
医

業
収
入
が
不
振
で
も
黒
字
と
な
る
仕
組

み
の
認
識
が
無
い
。
又
、
広
報
あ
が
の

12
月
号
で
収
支
等
の
実
績
表
が
載
っ
て

い
る
が
、
病
床
利
用
率
を
稼
働
病
床
数

２
４
８
床
に
対
し
て
約
79
％
と
し
て
公

表
さ
れ
て
い
る
。
一
方
記
載
さ
れ
て
い

な
い
が
、
市
か
ら
の
政
策
医
療
等
交
付

金
が
許
可
病
床
数
３
２
１
床
と
し
て
交

付
さ
れ
て
い
る
（
１
床
当
り
71
万
２
千

円
、
総
額
２
億
２
８
５
５
万
２
千
円
）、

算
定
根
拠
に
矛
盾
を
感
じ
な
い
か
伺

う
。

答
弁  

２
４
８
床
は
稼
働
病
床
数
、

３
２
１
床
は
許
可
病
床
数
で
あ
る
。

質
問  

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
情
報

操
作
や
、
情
報
の
改
ざ
ん
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
４
万
６
千
人
の
安
心
・

安
全
に
関
わ
る
件
で
あ
る
。
整
合
性
を

持
ち
、
か
つ
緊
張
感
を
持
っ
て
対
応
す

る
様
、
強
く
指
摘
を
し
て
お
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　

国
の
税
制
改
正
に
伴
う
市
へ
の
影
響

に
つ
い
て

遠藤　智子 議員 倉島　良司 議員

石川　恒夫 議員
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